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白鳥大橋 が で きるまで

P】anning 　and 　construction 　of　Hakucho 　bay　bridge
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　室 蘭市は北海道 の 南西部に位置す る工 業都市 で あ り，室

蘭港 （特定重要港湾） は 全道港湾取扱貨物量 の 約20％ を担

う道央圏 の
一

大拠点 で あ る 。 しか し， 重 工業， 流遜管理 の

諸機能 は 主 に 半島部 に 集中す る た め，都市機能を拡大す る

た め に は ， 現状 の 袋小路と な っ て い る 道路網 で は 課題 が多

い o

　 こ の 課題解消 を担 い
， 図一 1に 示 す よ うに，半 島先端部

と対岸 を結 ぶ 自鳥新道 （延長3．8km ）が昭和 56年度に事

業化 され た。こ の 事業は 室蘭市の 開発ポテ ン シ ャ ル を高 め

る だ け で なく，北海道縦貫自動車道 に連絡 され る こ と か ら ，

周 辺 地域 の 発展 に 大 きく寄与す る もの と し て 期待 され て い

る （ロ絵 写 真
一7）。

　白鳥大橋は ， 白鳥新道 の 湾口 部を連絡す る 主橋梁 で あ り，

中央支問 720m ，橋長 1380m の 吊橋で 計画 して い る 。 吊

橋案 に つ い て 本格的 な設計 に取 り組 ん だ の は 昭和58年度か

らで あ り，昭和 60年度 か ら仮設桟橋工 事 の
一

部 に着手 し た 。

現在も，仮設工 事 と併行 して，吊橋 の 設計 の 詳細 に つ い て

検討を重 ね て い る と こ ろ で あ り， こ こ で は 主 に 下部工 を中

心 と して ， こ れ ま で の 検討経過をま と め て み た 。

1．　 橋梁諸元 と特徴

図一1 架 橋位fltt図

表一1　 白烏 大橋 の 諸元

項 目

　白鳥大橋 の 諸元 を表一 1，側面図を図
一 2 に 示 す。特徴

釣な こ と と して ，

　  　取付け道路部に縦断線形の 制約が あ る と と もに ， 必

　　要航路高 （T，P．十 54．　45　m ）を確保す る た め に桁高を低

　　 くす る 必要 が あ る こ とな ど か ら，箱桁 を採用 して い る。

　   　主塔基礎位置 の 支持岩盤 が深 い （T ．P．− 60　m 〜T．P．

　　 − 80m 程度） た め ，大深 度大規模基礎 とな っ て お り，

　　耐震構造 に 特に 配慮 し て い る 。

　  幅員が 12m の わ りに は ， 橋長が 1380m と長大 で あ

　 　 る 。

　  積雪寒冷地 に架設 され る た め ， 着雪 に よ る補剛桁等

　　 の 耐風設計 の 検討 を要す る。

　   　石油 タ ン ク な ど の 危険物 に 近接す る た め ，防災面 か

　　 ら高度な施 工 を要す る。
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3径 聞 2 ヒ ン ジ補 剛吊橋 （側塔付）

第 1種 第 3 級 （自動車専垳道路）

60k 職 ／hTL
− 20，　 TT − 43

2．5“v7 ．O−・2．5＝12．O∬ 1

330 十720 十 330＝1390m

最大 3．4弩

2．0％

440mm1

／1G

鋼床版箱 桁

　  　基礎形式 に地中連続壁 を仮締切 り と した逆巻 き剛体

　　基礎 を採用 して い る 。

な どが あ げ られ る 。

＊
北海道闘 発局　室蘭 開発 建設部 　室蘭道路事 務所所 長

幽＊
北海道開発局　室蘭開発 建設部 　室蘭道路事務所副所長

2． 地質調査結果

September，　1986

　2．1 各基礎位置 の 地質概要

　架橋予 定地点 の 地質断面図を図
一 3 に 示す。支持層 とな

る薪第 3紀 の 岩盤 は火 山性 の 凝灰 質 の 軟岩 が卓越 し て お り，

各基礎位置に よ り岩質が異 な る と と もに
， 特 に 3P と 4P

地点 で 支持岩盤 が深 い 位置 に あ る 。 ま た中間層 とな る洪積

層 の
一

部 に 礫層 （Dg − 2） の 存在 が確認 さ れ て い る。各基

礎位置 に お け る 地質 の 特徴を表
一 2 に 示す 。

　 2、2 岩級 区分 と物性値

　支持層とな る岩盤 の 強度は，岩種，風化 の 度合い に よ っ
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図一3 地 質断面図

表一2　各基礎 位置の 地質 の 特徴

基礎 位置

基 礎底 面
の 深 さ

IA 2P

T ．P ．−27rn　 　 T ．　P ．−31m

難 1

地質の特

徴

凝灰質 シ ル ト岩 （Mum ）

軽石質礫 岩 （Mupg ）

・Mum と MUPg の 境界が 1A

の 底面 内に 入る。
・2P 付近 ｝こ もMum と Mupg

の 斃界が存在す る 。
・Mum と Mupg は，どち らも

ほ かの 支持岩盤 に 比べ 堅硬 で あ

る 。

・岩盤の 上部 は 1 〜4m の 厚 さ で

風化 を受けて い る 。

3P 4P

T ．P ．−78m T ．P ．− 57m

凝灰質 粗粒 砂岩 （MutS
−1）

軽石質凝灰 岩 （Mutg −2）
凝灰角礫岩 （Mutb ）

・M …
一・，M …

−2 と swnecn ・低 1・鎚 お よ b・
・
rk平方向｝・Zta

’
nl変イ匕

　く，通常 の ボ ーリン グ方 法で は コ

アが土砂状に 採取され る。
。着岩深度はT ．P ．−65m前後 で あ

るが，岩盤上部 15m 程が風化 を受

けて お り，T ．P ．−80m 付近 か ら

や や 硬め の 岩 となる。
・
洪 積，沖積層 は主 と し て砂 層，シ

ル ト層で ある が ，層厚が 50皿 に及

ぶ 。

・岩 盤の 直上に 洪積砂礫層 があ P，
最 大70cm の 巨礫 が一郵 の ポーリ

ン グで 確認 され る。

　し，硬 質な岩 の 下部が 軟質 で あ っ

た Vする。
・岩盤 中に数   の 礫 が数多く含 ま

れ て お り，所 に よ り径 40N50 　cm

の 硬質 な礫 が 3n・5rn に 1個 の 害1」

合 で含 まれ る。
・
岩盤 の 上部10rn程 が強風 化 を受 け

軟質で ある。
・洪積，沖積層は層厚約35m で，上

部30m程力W 値 5付近 の 軟弱 な砂

層 ，シ ル ト層 であ る。

5P16A

T ．P ．− 26m 　　 T ．　P ．一駝 皿

凝 灰角礫 岩 （Mutb ）

・4P よ り も更 に岩質 の 変化 が激

　し く，近 接 した ボ ーリン グ孔で

もコ ア や物性値に違い がみ られ

る。
・5P の 28m 以深の岩盤中に．径

RO−80　cm の 大きな 礫 が密集 し

てい る e

・6A の 基礎底 面以深 に軟質 な疑

灰岩 （Mutf ）を数層挟在 して い

る 。

て大き く異な っ て い る。架橋予定地点 の 岩盤 は
一

般 に軟質

で ， 強風 化部で は コ ア が流 失 し た り，土砂 状 に な っ て 採取

され る こ とが多い の で ，
コ ァ の 物性値を岩盤 に 直接対比 さ

せ るの が難 しい 。こ の た め，孔内水平載荷試験の 変形係数

（Esp）を岩級区分 の 主 指標 と して ， 他 の 種 々 の 特性値 と の

相関を検討 した 結果 ， 岩片 の 硬 さ と コ ア 形状 に よ る評価点

が Esp と良い 相関 を示 した。こ の 評点 の 設定法 を表一 3に ，

評点と Esp の 関係 を 図一4 に 示す。　 Esp は 5 段階 に 分 け，

軟質な岩盤 か ら D
，
CL

，
　 CM

，
　 CH

，
　 A ・B 級 とした 。

　 ま た，こ れ ら岩級区分 と 支持 層 と な る 岩種 の 関連お よ び

強度試験結果 か ら代表的 に 求 ま る 強度定数（‘，φ）の 関連 を

表
一4 に 示 す。

　 2．3 岩 盤 支持 力

　岩盤 支持力を 決定す る に 際 し て は ， 最初に 各基礎位置で

代表的な岩種， 岩級か ら， 数種類 の 支持力公 式を適用して

支持力 を算出 し，各種 理 論 の 適用 条件 な ど も考慮 して ， 期
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表一4 岩種 と岩級 区分お よ び強度 定数の 関連
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．5 30

待 で き る支持力 の 目安値 を設 定 し た。更 に，不均一な岩盤

を で き る だ け現地条件に合 うよ うに モ デ ル 化 しで ， 有限要

素法 に よ る変形解析を 行 い
， 破壊機構や 沈 下 特性を検討す

る こ とに よ り， 設定 した 支持力 の 妥当性 を照査 した。

　こ の よ うな 検討手法 に よ り， 各基礎位置の 許容 支持 力

（qa）と し て ，

　　　 IA ，2P 　　　　 q α
・：300　tf／mZ

　　　3P　　　　　　　g‘じ
＝250　tf！m2

　　　4P ，5P ，6A 　 g α ＝ 200　tf！m2

程度 は期待 で き る も の と し た 。

3． 下部工 耐震設計

　 3．1 耐震設計 の 概要

　橋梁下部 工 の 耐震設計 に は，一
般 に構造物 の 応答 を考慮

し た修正 震度法 が 用 い られ る
。

こ の 方法 は設計地盤面 よ り

上 の 重 量 に対 し，構造物の 固有周 期 に よ り応答を考慮 した

修正震度を掛け る も の で あ る 。

　本橋に お い て は ， 特 に3P ，
4P 地点 で 第4 紀の 沖積お よ

び 洪積層 が厚 く堆積 し， 支持居盤 が深 い た め大深度基礎工

September ，1986

と な っ て い る。そ こ で ，基礎 コ〔〜地盤系 の 振動解析を試 み

た結果，こ の 系の 振動 は地盤
一

次 モ
ー

ドの 振動 に大き く支

配 され て い る こ とが分 か っ た 。こ の た め ，地中部 に つ い て

は，地盤 の 地震時応 答変位 を ばね を介して 入 力す る とい う

応答変位法の 概念を取 り入 れ た 。 す な わ ち ， 設計地盤面よ

り上 の 重量 に対 して は 震度を 、 下 に 対 して は 地盤応答変位

を ばね を 介 し て 入力す る 方法 で あ る 。

　3，2 入力地震動 の 設定

　 図
一5 に 設計基盤加速度 （Amax）決定 ま で の フ ロ

ー
を示

す 。
こ こ で ， 特徴的 な こ と と し て

　  　架橋地点 よ り約 1km の 近距離 に 設置 されて い る 強

　　震計の 記録 を活 用 して い る。

　  　マ グニ チ ュ
ード と震源 距離か ら架橋地 点付近 で の 基

　　盤入射加速度予測 公 式 を作成し ， 過去 の 地震データー

　　 か ら 統計解析 を行 っ て い る 。

な ど があ げ られ る。

　解析 を行 っ た 結果，再現期 問 100 年 に対応する 基盤加速

度と して は 100ga1 を 得 た。 し か し，耐震設計 の 入 力値を

決定す る に際 して は，式 の 精 度，デ
ー

タ
ー

の ば らつ き，既
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　　　　　 既存の室蘭一S地震記録

波形　　　　　　　　　　　　　　R湿
R ：震源距離
・V：マ グニ チュ

ー

応苔解析に よる
基盤入射加速度

各推定式に よる

基盤入射加速度

No
よい 相閧か ，

　 　 　 Yes

相　 関　 式

室 蘭 公 式

・1＝πR調
遣 去の 地震記録
　 1理1斗年表：1

過去の地震の 莚
盤入射加速度

統 計 解 析
（IOO年期待1面 各種構遣物の基準

設計基盤加遼度
の決定

図一5　設 計基盤加 速度決定 フ n 一

往最大記録 （1968 年十勝沖 地震時，基盤 106ga1）な ど を

考慮 して，Amax ＝120　ga1 と した。

　入力 地 震動を基盤応答加速度 ス ペ ク トル （基盤 一SA ）

で 定義す る に あ た っ て は ， 現地強震計記 録 の うち，地表

15e　gal以上を記録 した 3 地震 （1968年十勝沖地震，1981

年目高支庁西部地震，1982年浦河沖地震）の 基盤波を求 め，

Amax ＝120 　gal に調整 した場合 の 基盤
一SA を各 々 計算 し，

こ れ らの 平均を とる こ と と し た 。

　 ま た ， 応答変位を考慮 した 耐震設計 に用 い る 入力時刻歴

波形 と して 基盤
一SA 適合波を定義 した。 こ の 波形 は 基盤

一SA と同 じ SA 特性 を持 つ よ うに，十 勝沖地震 の 波 の 位

相を変 え ず に，周波数領域 に お い て 調整 した もの で あ る 。

　
一

方，上部 工 応答反力 は全体系応答計算に よ り求め る が，

こ の と き の 入 力 は基盤入力 に対 し ， 地 盤 の 増幅を考慮 して

基礎構造物重心位置に お ける地震動 と した 。 すなわち， 前

記 3 地震 と基盤 一SA 適合波 をもと に 基盤〜重心 間 の 応答

倍率 を求 め ， こ れ に よ り基盤
一SA か ら重 心 加速度応答 ス

ペ ク トル （重心
一SA ） を求 め た。入力時刻歴波形 は 基盤

一SA 適合波 と同様 の 手法 で，重心
一SA に 対 して 適合波

を定義 し た。

　こ の ほ か，震度等，地表面付近 で の 入力地震動と して，

地表面 加速度応答 ス ペ ク トル （地 表一SA ） も重 心一SA と

同様 に求め て お り， こ れ ら設計応答 ス ペ ク トル を図
一 6に

示 す 。

　3．3 地 震 時液 状 化 の 検 討

　各基礎 につ い て 次 の 3 手法で 液状化 の 検討を行 っ た。

　  道路橋示方書に よ る簡易法

　　　ボ ー
リン グ デ ー

タ
ー

（N 値 ，
D ・。 な ど） よ り液状化

　　抵抗応力比 （R ）を定 め，地域種別，地盤種別 な どか

50

1000

O．
UOO54

寓 25〔〕

螺
』
姻 　100

員

緯
　 　 50

｝
S期周

001

図一6 設計応答 スペ ク トル

　　 ら地 震時 せ ん 断 応力 比 （L ）を定 め て ，安全率 FI ＝

　　R ／L で 判定す る。

　   　地盤応答解析 と繰返 し三 軸圧 縮試験 に よ る詳細法

　　　Fl を計算す る際の R を原位置不 攪 乱試料の 繰 返 し

　　三 軸圧縮試験か ら求め ， L は重複反射理論に よ る地盤

　　応答解析か ら求 め る 。

　   　地 盤 の 非線形性 と透水性 を考慮 した有効応力法

　　　初期有効拘束圧 （σ
・つ を 過 剰 間 隙 水 圧 （du）の 比

　　（tiufσ。つ に よ り判定す る。　 du の 発生 お よ び消散に関

　　連す るパ ラ メ
ー

タ
ー

は 液状化強度試験結果よ り定 め ，

　　透水係数は原位置 で の 試験結果よ り定め る 。

　  ，   の 解析 に 必 要 な入力地震波 は ， 十勝沖地震時 の 室

蘭 で の 基盤波形 を用 い ， 基 盤 加速度 と して 120gal を用 い

て い る。こ の 波 は 遠距離 （R ＝286km ），大規模 （M ＝7．9）

地震 の た め，主要動部分が長 く， ∠  の 蓄積 に よ っ て 引き

起 こ され る 液状化現象に と っ て ，大変 きび しい 波形 で あ る 。

　 こ れ ら 3 手 法 の 検討 の 結果，表 層 の 砂 層 に つ い て 液状化

の 可能性が高い と判断した 。 し か し ， 地盤剛性 は液状化現

象を起 こ して も完全 に は な くな らな い こ と， 10m 以深 は 地

＝113

＝1

2P，5P

図
一7　低 減率 （ヱ）e ）の 設定
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石
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震が起き て か ら液状化 ま で に 時間が か か る こ と，な ど を考

慮 し ， 基礎 の 基本的断面寸 法 を決 め る に 際 して は，図
一7

に 示す よ うに地盤反力係数の 低減率 （De ）を 設定す る こ と

と し た。

4． 基礎工法の選定 と特徴

　4．1　 ア ン カ レ イ ジ基礎 （IA ，6A ）

　 ア ン カ レ イ ジ は 吊橋 の ケーブ ル 張力 （約 6800tf ！ケ
ーブ

ル ） に 抵抗す る 構造物 で ある。設置位置は 1A が水深 5m

程 の 海上部， 6A が陸上 部 （埋 立 地） で あ り，支持岩 盤 は

1A が T．P．− 27　m の Mum お よび Mup9 層，6A が T ．P．
− 22m の Mutb 層 とな っ て い る。

　 こ れ ら の こ と を踏ま え
，

ニ ュ
ーマ チ ッ ク ケーソ ン

， 地 中

連続壁 ， 鋼管矢板土留めの 3工 法 を特に検討 した 。 そ の 結

果 ， 構造特性 と施 工 性 の 面 で は 3 工 法 と も差 は な く， 高圧

気 下 の 作業 の 安全管理 に 十分 な配慮 が 必要 とな る が ， 経済

性，工 期 の 面 で すぐれ て い る ニ ュ ・F一マ チ ッ ク ケー
ソ ン 基礎

を採用 す る こ と と し た。ま た 1A の 施工 法 と し て 埋 立方式

と海上 足揚方式 が考え られ る が， 経済性 ， 工期の 面か ら海

上 足揚方式 と した 。 図一8 に 1A の 概略構造 を示 す。

　 4．2　側塔基礎 （2P ， 5P）

　吊橋は一
般 に側塔を設けない 直接 ア ン カー

方式 が多い が ，

本橋 に お い て は ，ケ ーブ ル ス リ ッ プ対策を今後講 じ る こ と

として ，次 の 理 由か ら経済的な側塔付形式 を採用 して い る。

　   　側塔を設 ける こ とに よ り，支持層を 1A で T ．P．− 35

　　 皿 か ら T ．P，− 27m ，6A で T。P，− 26m か ら T ．P．− 22

　　 m の 浅 い 箇所 に選 定で き る。

　  　ア ン カ レ イ ジの 基礎 を含めた く体容積を ， 側塔 を設
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図一8　ア ン カ レイ ジ 基礎 （1A ）概略構造
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図
一9 側塔基礎 （2P ）概 略構造

　　 ける こ とに よ り， 1A で 約40％，6A で 約35％低減 で

　　 きる。

　側塔設置位置 は 2P が水深 7m ほ ど の 海上部，5P が陸

上部 （埋 立地）で あ り ， 支持岩盤 は 2P が T・P・− 31　m の

Mum 層 ， 5P が T ，P．− 26　m の Mutb 層と な っ て い る 。

　 こ れ ら の こ とを踏ま え ，
ニ ュ

ー
マ チ ッ ク ケー

ソ ン ， 地 中

連続壁 ， 鋼管矢板井筒基礎 に つ い て 特 に検討 した結果，主

と し て 経済性 と工 期 の 面 か ら地中連続壁基礎 を採用す る こ

と と し た。図一 9 に 2P の 概略構造を示 す。

　4．3　主 塔 基 礎 （3P ， 4P ）

　主塔基礎 の 設置位置は 3P で 水深 14nl，4P で 水深 171n

程 の 海上部で あ る。支持岩盤 は 3P で T ．P ．− 78m の Muts

−1 お よ び Muts −2層 ， 4P で T ．P．− 57　m の Mutb 層 と な

る。特に，3P は 中間層 に径 1m を越え る と想定され る 巨

礫 を 含 む 砂礫層 が 10〜15皿 の 厚 さ で 堆積 し て お り， こ の 中

間層 の 掘削 と大深度を克服す る 基礎 工 法を選定す る 必要 が

あ る。

　施工 可能な 工 法 と して ，オ ープ ン ケーソ ン ，多柱式基礎，

地中連続壁併用逆巻 き基礎，大 ロ径鋼管杭 を取 り上 げて 検

討 した結果 ， 3P ，
4P と も地 中連続 壁 併用 逆巻 き基 礎 を

採用す る こ と と した 。 こ の 工 法 は海上部に 築島を設 け ， そ

の 内部 に地 中連続壁 を 円形 に 構築し ， こ れ を止水壁 と して

ドラ イ で 順次掘 削 し，基礎本体 の 側壁 コ ン ク リ
ートを逆巻

きで 打設す る もの で あ る 。 更 に ， 掘削が 支持岩盤 に到達 し

た位置 で 底版 コ ン ク リ
ー

トを打設 し，そ の 後下 か ら順次隔

壁 ， 頂版等の コ ン ク リ
ー

トを打設 し て 基礎 が で き上 が る。

築島な ど の 仮設 工 が大規模 とな る が ， 設計 ， 施 工 面 の 利点

と して ，

　  　地盤を直接確認 し な が ら ドラ イ で 掘削で きる
。

　  地中連続壁構築時に は ，礫の 掘削方法 に 工夫 が い る

　　が ， そ の 後の 壁 内掘削は ドライ で の 機械掘削の た め礫
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図一10 主塔基 礎 （3P ） の 概略構 造

　　の 対処 が容易で あ る 。

　  　耐震上有利 な剛体基礎 と し て 取 り扱え る と と もに，

　　オ
ープ ン ケー

ソ ン基礎 に比べ 周 辺 地盤 の 乱れ が少 な い
。

　  水中掘削 に よ る工 法 に比べ
， 掘削 の 作業能率が良く，

　　仮設工 を含 め て も全 体工 期 が 短 い 。

な ど があ げ られ る。図
一10に 3P の 概略構造 ， 図

一11に施

工 フ ロ
ーを示 す。

5． 主塔基礎の 設計の 特徴

　主塔基礎 に採用 した地 中連続壁併用逆巻き基礎は，LNG

タ ン ク などに 同様 の 施 工法で実績が あ る が ， 橋梁基 礎 と し

て は 例をみ な い 工 法 で あ る 。 こ の ため，設計上 の 取扱 い に

つ い て 種々 検討 をか さね て い る。

　5．1 基礎形 状 の 比較

　図
一10に示 した よ うに，主塔基礎 は海底面か ら上 を小判

型 の 橋脚形状に絞 り，
T ・P・＋ 7　m ま で 橋脚完成後 に 海底面

か ら上 の 空洞部分の 地中連続壁を解体撤去 した構造 （以下 ，

橋脚 タ イ プ とい う。） とな っ て い る 、 こ の 構造に至 る経緯

と して，当初 ， 築島天端 （T．P ．＋ 3m ） か ら地 中連続壁 に

基礎本体 の 側壁 コ ン ク リートを逆巻きで 打設 して い く円筒

タ イ プ に つ い て も検討 した e 図
一12に 2 タ イ プ の 模式図を
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示す 。

　両 タ イ プ につ い て耐震設計を試 み た と こ ろ ， 円筒タ イ プ

で 3P ， 4P の 外径寸法がそ れぞれ40m ， 52m で あ る の に

対 し，橋脚 タ イ プ で は地震時慣性力 が低減 され る こ とか ら，

と も に径が37m とな っ た 。 ま た ， 橋脚 タ イ プ は 上 部工 応答

反力が円筒 タ イ プ に比 べ て 2 〜3割低 くな り，塔お よ び 塔

基部 の 設計 に も有利 と な っ た e こ の た め，地中連続壁 の 撤

去 な ど， 施工 上 で はやや劣 る が ， 全体と し て 経済的 な橋脚

タ イ プ とな っ て い る 。

　5．2 地 中連続壁 の 設計上 の 取扱い

　地中連続壁 は 止水お よび土留 め と して の 仮設構造物で あ

土 と基磯 34− 9 （344）
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A・1．：目1」面水平ばね

k2：側πliせん断ばね

k3：底ジll雛 1：ばね

槝 ：底正…1せん断ばね

　　地 中連続壁 を含 め た 外径 を とる と と もに ，地盤 と壁岡

　　 の 側面せ ん 断抵抗力 を見 込 む。ま た，鉛直外力 に 対 し

　　て は 本体底面 の み で受け 持 ち，側面 の 鉛直周面摩擦抵

　　抗力 は 無視す る
。

　   　安定計算で求ま る断面力か ら く体 の 応力を算出す る

　　際に は ， 地 中連続壁 を無視 し， すべ て 本体の み で 受 け

　　持た せ る 。

こ と と し た 。 図
一13に安定計算時の モ デ ル を示す 。

　5．3 今後の 検討課題

　設計 の 詳細 に つ い て は現在 も鋭意検討中で あ り，今後の

主 な課題 と して ，

　  　地中連続壁内 の 掘 削段階 で の 地震時 に，築島が地中

　　連続壁 に 及ぼす影響を照査す る 。

　  地震時偏土圧 の 大 きさ等に よ っ て は，地中連続壁 コ

　　ン ク リートに曲げ引張 り （円周方向）が生 じた り，高

　　強度の コ ン ク リ
ートが要 求 され る た め ， 構造上 の 工 夫

　　も含め て 検討す る。

　  　地 中連続壁 の 本体基礎底面以深 の 根 入 れ 長 は，施工

　　中の 安全確保お よび支持 底面地盤 の 乱れを防ぐうえで

　　重要 な 部分 で あ り，ヒ ービ ン グ，パ イ ピ ン グ現象等 を

　　慎重 に 検討 の うえ決定す る 。

な ど があ げ られ る 。

図一13　安定 計算 時の モ デル

あ と が き

り，基礎本体の 側壁 コ ン ク リートとは型枠を支え る程度の

せ ん断 鉄筋の み で 接続 され て い る 。 しか し， 形状的 に は 密

着 した構造とな っ て い る の で ， 基礎本体と一
体 とな っ で挙

動す る と考え られ る。そ こ で ， 基礎完成後 の 地中連続壁 の

設計 上 の 取扱 い と し て，

　  　地中連続壁 の 根入れ部 （本体底面 よ り深い 部分） は，

　　応力的 に も支持力的 に も本体 として 取 り入 れ る に は 不

　　安が あ り ， 安定計算上無視す る 。

  安定計算時に は，水平外力 に対す る横抵抗幅と して ，

　現在，上，下部工 の 設計を固 め る最終段階に きて お り，

個々 の 設計条件に っ い て
， 架設検討 も含め て 詰め を 行 っ て

い る状況 で あ る 。

　本橋の 技術的課題に つ い て は ， 昭和55年以来， 学識経験

者 ， 建設省土木研究所 ， 本州 四 国連絡橋公団 な どよ りな る

技術検討委員会を通 じ御審議い た だ い て い る と こ ろ で あ b ，

山積す る 各課題 に つ い て 委員会 の 御指導を得な が ら ， 今後

鋭意検討 して い くこ ととし て い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原 稿受理　　1986．6．9）
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